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矢勝川堤・新美南吉記念館周辺

10 49 20水 水

ウォーキングガイドマップ
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矢勝川堤の彼岸花

知多半田駅
（雁宿ホール前）

住吉町駅東 半田赤レンガ建物

知多半田駅
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半田観光周遊バス
ごんくるバスごんくるバス

名古屋駅より

約45分

普通電車に
乗換して3分

特急・急行で
約30分

徒歩約10分

徒歩約5分
ごんくるバスまたは
タクシーで約15分

徒歩約2分

名鉄線 河和方面 乗車

至 河和

矢勝川堤の彼岸花
東西1.5km

N

半田赤レンガ建物

名古屋

阿久比

半田口

住吉町

知多半田

新美南吉記念館

ごんの秋まつり
臨時無料駐車場
（蔵のまち東P）

P

徒歩約10分

ACCESS

柊町4丁目

南吉記念館東

岩滑西町

蔵のまちエリア蔵のまちエリア

半田観光周遊バス 
ごんの秋まつり期間特別運行

9/23・24・30・10/1のみ

明治時代にカブトビール製造工場として建て
られた「半田赤レンガ建物」。歴史を学べる
常設展示室（有料）のほか、復刻したカブト
ビールを味わうことができます。
ショップのお土産も充実。レトロ
な映えスポットとしても人気で、
夜のライトアップも雰囲気◎。

黒板塀の蔵が並ぶ景観が美しい、半田の
醸造の歴史を感じられる観光エリア。江戸
時代、海運で栄えた半田運河周辺の昔なが
らの街並み散策を楽しめます。
MIZKAN MUSEUMをはじめ、
國盛 酒の文化館、半六庭園
など、見どころ満載。

https://www.handa-kankou.com/spot/akarenga/

新美南吉記念館から
ごんくるバスで約20分

https://www.handa-kankou.com/spot/kura/

蔵のまち東Pから
徒歩約10分

半田中央ICから新美南吉記念館へは
「岩滑西町」を右折し「柊町4丁目」を左
折、「南吉記念館東」を左折すると左
手側に入口があります。
「岩滑西町」を東へ直進すると記念館
へは入れませんのでご注意ください。

GON NO AK IMATSUR I  2023

新美南吉の
ふるさと

https://www.handa-kankou.com/event/13017/ ＠yakachigawa_gon

企画・運営／ごんの秋まつり実行委員会
お問い合わせ／半田市観光協会　TEL 0569-32-3264

インスタグラムで
最新情報発信中！

● 名鉄河和線 半田口駅（※普通電車のみ停車）から徒歩10分
　 ● 名鉄河和線 知多半田駅からごんくるバスまたはタクシーで約15分

雁宿ホール前「C14」より「南吉バス」に乗車

名鉄知多半田駅前ロータリー、新美南吉記念館より乗車
タクシー

ごんくるバス 1乗車100円

電車でお越しの場合

お車でお越しの場合
新美南吉記念館駐車場をご利用ください
※台数に限りがございます

通常時

ごんの秋まつり期間

9/20～10/4のみ

ごんの秋まつりごんの秋まつり

ごんの秋まつり臨時無料駐車場（蔵のまち東
P）に駐車し半田観光周遊バス（9/23・24・
30・10/1のみ運行）をご利用ください

新美南吉記念館及び周辺臨時駐車場（有
料）をご利用ください  ※台数に限りがございます

お車でお越しの場合 土日祝 お車でお越しの場合 平日

新美南吉記念館駐車場は
9/23・24・30・10/1は一般利用不可

9/23・24・30・10/1のみ特別運行 

徒歩約10分

混雑緩和のためご協力をお願いいたします9/20～10/4

半田観光周遊バス 9/23・24・30・10/1
のみ特別運行 

P 蔵のまち東P 
半田市東洋町1-9　247台

臨時無料駐車場（蔵のまち東P）→新美南吉記念館→半田赤レンガ
建物（名鉄住吉町駅徒歩5分）の順で20分ごとに運行予定
始発9:00（蔵のまち東P）～ 終発17:30（新美南吉記念館）
※開花状況により運行スケジュールが変更する場合があります。

ごんの秋まつり
臨時無料駐車場

ごんの秋まつり期間中（9/20～10/4）、　
半田中央ICからお車でお越しの場合

P
新美南吉記念館

新美南吉記念館

9/23・24・30・10/1は一般利用不可
新美南吉記念館駐車場

「新美南吉ゆかりの地を
めぐる旅」で紹介している

宮池、住吉神社もすぐそばに！ 「新美南吉ゆかりの地を
めぐる旅」で紹介している
小栗家住宅、松華堂はこちら

半田赤レンガ建物 蔵のまちエリア
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プラ
ス観光



住
吉
町

矢勝川

知
多
半
島
道
路

半
田
中
央
IC

童話の森

半
田
口

ごんの贈り物

新美南吉記念館
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P 新美南吉記念館
駐車場

天皇皇后両陛下行幸啓記念碑
「デンデンムシノカナシミ」碑

「手袋を買いに」碑

「探清泉」碑

ごんぎつねと六地蔵

権狐草稿碑

新美南吉記念館

ごんくるバス停留所

半田観光周遊バス
停留所

矢勝川堤の遊歩道から眺める、水田に浮か
び上がる巨大な田んぼアート。毎年、南吉の
ふるさとをテーマにした絵柄
で設計。今年の絵柄はでん
でんむしです。

https://www.handa-kankou.com/
feature/tanbo-art/

童話『ごんぎつね』の一節「ひがん花が赤い布（きれ）のようにさきつづい
ていました」という描写を再現しようと、地域の方が主体となって彼岸花の
植栽をはじめました。活動は1990年にはじまり現在は
約300万本の彼岸花群生に。きれいに咲かせるため、地域
ボランティアが年間の維持管理をしています。

観光ボランティアガイド
9/23～10/1 9：30～15:30

観光ボランティアガイド
9/23～10/1 9：30～15:30

9：00～17：00開館、
無休、見学無料。

ごんの秋まつり
観光案内所
9/23・24・30・10/1

観光ボランティアガイド
9/24・30・10/1

観光ボランティアガイド
9/22～9/26

観光ボランティアガイド
9/22～9/26

兵十がうなぎを
獲っていた矢勝川。

作中でごんが棲んでいたとされる権現山。
近年ふたたび野生のキツネが
生息確認されました。

名前の由来になっている
「ごんごろ鐘」碑があります。

「ごんごろ鐘」
「百姓の足、坊さんの足」に
登場するお寺のモデル。

童話『狐』『久助君の話』ほか
『ごん狐』の草稿にも登場。

父渡辺多蔵の畳屋と
継母志んの下駄屋が
営まれていた生家。

子どもたちが「草つき」をして
遊んだくぼみが残っています。

童話『ひよりげた』
『久助君の話』、
小説『塀』に登場。

ででむしの像や
キツネの滑り台
などがあります。

南吉の母校で、代用教員を務めた学校。
生徒たちに『ごんぎつね』を語り聞かせました。

『牛をつないだ椿の木』に
登場する「井戸新」石碑。

彼岸花が咲く『ごんぎつね』の
ワンシーンが再現されています。

上皇后美智子様が講演にて
紹介されたことでも知られる
「でんでんむしのかなしみ」。

碑の傍には「ヒサカキ」があります。

『ごんぎつね』に登場する「中山」の地

https://www.handa-kankou.com/feature/douwanomori/

南吉ゆかりの観光スポットを紹介してい
ます。南吉生家のほか、当時の様子が
わかる貴重な資料や、物語に登場する
史跡などがたくさんあります。南吉の愛し
たふるさとの風景をぜひお楽しみください。

新美南吉ゆかりの地をめぐる旅

https://www.handa-kankou.com/feature/nankichi-yukarinochi/

新美南吉の生家 岩滑八幡社

ででむし広場 半田赤レンガ建物と宮池

新美南吉記念館ステージ、矢勝川／貸衣装店カネマタ
彼岸花の結婚式と花嫁行列

半田商業高校生がプロデュースした結婚式（15:00～）と花嫁
行列（15:30～）を行います。

9/23（土・祝） 

新美南吉記念館 屋外休憩所
／南吉童話読み聞かせグループ　でんでんむし

街頭紙芝居屋さん

自転車に乗せた昔ながらの街頭紙芝居で南吉童話をお楽しみ
ください。10：30～12：00、13：30～15：00の各日2部予定。

9/23（土・祝）、24（日）、30（土）、10/1（日）

新美南吉記念館、矢勝川／ハナノヒカリプロジェクト
ハナノヒカリプロジェクト
彼岸花のライトアップを開催（18:30～）。提灯アートやランプ
シェードなど灯りの演出で会場を彩ります。23日は義烈組八幡社 
山車2輌の曳き回しと展覧（18:30～20:00）も開催。昼はオリジ
ナル狐のお面づくりなど、ワークショップ、縁日、飲食販売を行います。

9/23（土・祝）10：00～20：30、9/24（日）13：00～20：30

みんなの南吉展
9/30（土）～10/9（月・祝）

『ごんぎつね』冒頭で、かつて中山様というお殿様が住むお
城があったとされる「中山」の地が「童話の森」であり、隣接し
て新美南吉記念館が建てられました。童話の森では南吉作
品に数多く登場するふるさと半田の風景、花、樹、虫たちに
出会えます。この地域の植生の多様性のある森を目指し、さ
まざまな活動が行われています。

矢勝川堤の
田んぼアート

https://www.handa-kankou.com/feature/higanbana/

南吉のふるさとに咲く
300万本の彼岸花

9/20～10/4のみ

9/20～10/4のみ

9/23・24・30・10/1
一般利用不可

この度、絵本作家・長野ヒデ子さんにより、南吉の詩「天国」が絵本になりました。南吉作品に
は、早くに実母を亡くした南吉の思いからか、しばしば優しく温かい母親が描かれます。「天国」
もその一つです。これまでたくさんのお母さんを描いてきた長野さんの作品と、絵本『てんごく』
の原画を見ながら、南吉と長野さん、二人の重なる思いを感じていただければと思います。

http://www.nankichi.gr.jp/index.html

新美南吉記念館
新美南吉の記念文学館。館内には常設展示や図書閲覧室などが設けら
れ、南吉が残した童話や小説の自筆原稿や日記・手紙などの資料、「ごん
ぎつね」のジオラマなどをみることができます。
半田市岩滑西町1-10-1　TEL 0569-26-4888
9：30～17：30 月曜、第2火曜休館（祝日の場合は翌日休館）
※9/25、10/2は開館
観覧料 大人２２０円、中学生以下無料

特別展 新美南吉生誕110年
「南吉と長野ヒデ子の母の世界展」

絵本『てんごく』表紙（のら書店）

7月15日～10月29日

見頃
9月下旬～10月上旬

見頃
9～10月N

NIIMI NANKICHI NO FURUSATO

WALKING GUIDE MAP 

半田市内の飲食店情報など、スマホで経路案内も
できる観光デジタルマップです。
https://www.handa-kankou.com/feature/megurin/

半田めぐりんマップデジタル

南吉ゆかりの地
彼岸花群生地（見頃 9月下旬～10月上旬）

カフェ 飲食店 ショッピング

9/23・24・30・10/1

童話『ごんぎつね』の作者、新美南吉のふるさと半田市岩滑（やなべ）。
権現山のふもとに広がる水田地帯を矢勝川がゆったりと横切り、南吉
が暮らしていた頃ののどかな景観を今も色濃く残しています。『ごんぎつ
ね』ほか作品に登場するモデルスポットや南吉ゆかりの地もたくさん
あり、南吉童話の世界を感じられるウォーキングエリアです。

矢勝川堤・新美南吉記念館周辺

10 49 20 水水

童話『ごんぎつね』の
世界へようこそ！

GON NO AK IMATSUR I  2023

毎年、彼岸花の開花期間は「ごんの秋まつり」を開催。
期間中は地域のおもてなしが各種行われます。

クラシティ・半田赤レンガ建物／みんなの南吉展実行委員会
芸術と文化の力で、地域協働と「みんながつながる」をテーマに
した作品展を開催します。
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